


 

 

 

はじめに 

 

本県では、住宅政策を計画的に推進するため、平成７年度に

平成８年から平成１７年までを期間とする石川県住宅マスター

プランを策定し、各種施策を実施してまいりました。しかしな

がら、同プランの策定から既に１０年が経過し、住宅政策をめ

ぐる社会情勢が変化したことを踏まえ、このたび新たな石川県

住宅マスタープランを策定いたしました。 

 

とりわけ近年、全国各地で大規模な災害が発生し、災害に対する住宅の安全性の

確保が課題となっています。また、高齢世帯や、子育て世帯が安心して生活できる

居住環境づくり、環境にやさしい住宅づくりや、人口減少時代における地域づくり

など、社会情勢の変化に対応した住宅施策が求められています。 

 

 このような課題を踏まえ、本プランは、災害対策、少子高齢化へのさらなる対応、

環境への配慮、活力と魅力あるコミュニティの形成の４つの観点から「安全でひ

と・地域にやさしく、魅力的な居住環境を目指して」を基本理念に掲げ、目標、推

進すべき施策を掲げました。 

 

本プランの着実な実現のためには、国や市町などの関係機関や、事業者、専門家

との連携・協力が大切であります。そして、何よりも県民の皆様が居住環境への関

心を持っていただき、その向上について考えていただくことが不可欠であると考え

ています。今後とも住宅政策への一層のご理解とご協力をいただきますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

 

  平成１８年３月 

 

                     石川県知事 谷 本 正 憲 
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